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【改訂】第 1 版（2012-03-07）
【科目】[ 情報工学特論 II]

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】電子情報工学科・5 年次
【担当教員】

濱田 幸弘

【授業目標・教育方針】
[1] Java 言語の基本的な文法と固有の文法を習得すること。
[2] オブジェクト指向プログラミングの概念を理解すること。
[3] C 言語で書かれたプログラムを Java 言語で書き直せること。
[4] 将来、新しいプログラミング言語を自分で学ぶ能力を養うこと。

【授業概要】
本科目の総授業時間数は 22.5 時間である。
Java 言語によるプログラミングを学ぶ。Java 言語は ”Write once, run anywhere” という理念で設計され、プラット
フォームに依存しない、オブジェクト指向であるという特長をもつ。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：林晴比古、改訂 新 Java 言語入門 ビギナー編、ソフトバンク クリエイティブ

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
電子情報工学科棟の情報処理実習室で講義と実習を行う。

【メッセージ】
Java 言語のデータ型と文法を正しく理解し、自分でプログラミングを行うこと。

【成績評価方法】
［前期］中間試験：35%，期末試験：35%，レポート：20%，その他：小プログラム：10％

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【授業計画】（授業名：[ 情報工学特論 II]）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 回～ 3 回 Java 言語とは Java 言語について
最初のアプリケーション
最初のアプレット
最初のウィンドウ型アプリケーション
Java 言語の基礎知識

4 回～ 5 回 データ型と演算子 変数と定数
データ型
演算子

6 回～ 11 回 基本プログラミング 条件分岐と反復
配列
コンソール入出力
メソッド

12 回～ 15 回 ヒープソート クラスとは
クラスの作成
コンストラクタ
クラスの継承
オーバーロードとオーバーライド
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